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災
害
の
状
況

三
六
災
害
か
ら
５０
年

三
六
災
害
か
ら
５０
年

三
六
災
害
か
ら
５０
年

昭和３６年（１９６１）６月、梅雨前線の停滞により２３日から降り始めた
雨は、台風６号の接近に伴い集中豪雨に変わり、２７日伊那谷は未曾
有の大災害に襲われました。
飯田市ではこの日だけで３２５ミリの降雨量を記録しました。
天竜川流域では河川の氾濫による浸水被害とともに、土石流や土
砂崩れなどの土砂災害を各地にもたらしました。
土砂崩落などその数は伊那谷全体で１万カ所を超え、死者・行方不
明者は１３６人、浸水戸数は１８，４８８戸におよびました。
この甚大な災害は「三六災害」として地域の歴史に刻まれています。

昭和３６年（１９６１）６月、梅雨前線の停滞により２３日から降り始めた
雨は、台風６号の接近に伴い集中豪雨に変わり、２７日伊那谷は未曾
有の大災害に襲われました。
飯田市ではこの日だけで３２５ミリの降雨量を記録しました。
天竜川流域では河川の氾濫による浸水被害とともに、土石流や土
砂崩れなどの土砂災害を各地にもたらしました。
土砂崩落などその数は伊那谷全体で１万カ所を超え、死者・行方不
明者は１３６人、浸水戸数は１８，４８８戸におよびました。
この甚大な災害は「三六災害」として地域の歴史に刻まれています。

風越山の山腹が大雨によって土砂崩れを起こし土石流

となり、松川の支川である王竜寺川と松洞川が氾らん

しました。今宮地区では１９７戸が被害を受けました。

災
害
の
状
況

笠
松
山
の
ふ
も
と
に
位
置
す
る
伊
賀
良
地
区

は
、
繰
り
返
し
襲
っ
た
土
石
流
が
家
屋
を
押
し

流
し
一
面
の
泥
地
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

４５
戸
の
家
屋
が
流
出
し
、
５
名
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。

川
路
・
龍
江
・
竜
丘
地
区
は
、
日
本
三
大
桑

園
に
数
え
ら
れ
る
桑
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
出
水
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
の
流
出
に
よ

り
田
畑
な
ど
に
大
き
な
打
撃
を
う
け
ま
し
た
。

松
尾
や
下
久
堅
地
区
は
、
天
竜
川
の
川
幅
が

狭
ま
る
鵞
流
峡
の
影
響
で
水
位
が
上
昇
し
浸

水
被
害
が
発
生
。
弁
天
橋
下
流
付
近
で
は
右

岸
堤
防
が
５
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、
家
屋

流
出
な
ど
浸
水
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

三
六
災
害
に
対
し
、人
々
の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
地
域
は
見
事
に
立
ち
直
り
、

多
く
の
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

災
害
か
ら
５０
年
を
迎
え
た
今
、こ
の
記
憶
を
思
い
起
こ
し
継
承
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

三
六
災
害
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、人
々
の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
地
域
は
見
事
に
立
ち
直
り
、

多
く
の
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

災
害
か
ら
５０
年
を
迎
え
た
今
、こ
の
記
憶
を
思
い
起
こ
し
継
承
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

王竜寺川を埋めた流木の山王竜寺川を埋めた流木の山

天竜川の氾らん（松尾地区）天竜川の氾らん（松尾地区）

土砂に埋まった家屋（川路地区）土砂に埋まった家屋（川路地区） 茂都計川が大量の土砂を運んだ（下中村）茂都計川が大量の土砂を運んだ（下中村）
も と けも と け

おう りゅう  じ まつ ぼら

　　が

　りゅ
う
き
ょ
う

　　三
六
災
害
に
よ
る
被
害
総
額
は
県
全
体

で
約
３
４
１
億
円
（
現
在
の
価
格
に
換
算
す

る
と
約
１
１
３
０
億
円
）
に
お
よ
び
、
そ
の

う
ち
水
田
や
果
樹
、
家
畜
な
ど
農
林
業
施

設
や
道
路
、
河
川
な
ど
土
木
施
設
関
連
が

８０
％
以
上
を
占
め
、
地
域
産
業
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。

　　特
に
下
伊
那
郡
・
上
伊
那
郡
が
甚
大
な

被
害
を
う
け
、
県
全
体
の
住
宅
被
害
５
２
３

戸
の
う
ち
５
１
８
戸
が
、
流
出
家
屋
３
８
０

戸
に
お
い
て
は
、
全
て
下
・
上
伊
那
郡
で
の

被
害
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
的
に
は
山
間

部
が
最
も
多
く
、
主
と
し
て
山
腹
、
川
岸
の

崩
壊
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　災
害
に
よ
り
、
電
気
・
水
道
・
鉄
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
、
地
域
住
民

に
不
安
を
募
ら
せ
ま
し
た
。
中
部
電
力
飯

田
支
社
（
当
時
）
管
内
に
あ
る
２２
の
発
電

所
で
は
２１
カ
所
が
停
止
と
な
り
、
飯
田
線

は
土
砂
崩
壊
、
線
路
の
損
壊
な
ど
に
よ
り

運
行
不
能
と
な
り
ま
し
た
。
上
水
道
は
ほ

と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
供
給
不
能
と
な
り
、

日
常
生
活
に
困
難
を
き
わ
め
ま
し
た
。

　　三
六
災
害
に
よ
る
被
害
総
額
は
県
全
体

で
約
３
４
１
億
円
（
現
在
の
価
格
に
換
算
す

る
と
約
１
１
３
０
億
円
）
に
お
よ
び
、
そ
の

う
ち
水
田
や
果
樹
、
家
畜
な
ど
農
林
業
施

設
や
道
路
、
河
川
な
ど
土
木
施
設
関
連
が

８０
％
以
上
を
占
め
、
地
域
産
業
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。

　　特
に
下
伊
那
郡
・
上
伊
那
郡
が
甚
大
な

被
害
を
う
け
、
県
全
体
の
住
宅
被
害
５
２
３

戸
の
う
ち
５
１
８
戸
が
、
流
出
家
屋
に
お
い

て
は
、
３
８
０
戸
全
て
が
下
・
上
伊
那
郡
で

の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
的
に
は
山

間
部
が
最
も
多
く
、
主
と
し
て
山
腹
、
川
岸

の
崩
壊
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　災
害
に
よ
り
、
電
気
・
水
道
・
鉄
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
、
地
域
住
民

に
不
安
を
募
ら
せ
ま
し
た
。
中
部
電
力
飯

田
支
社
（
当
時
）
管
内
に
あ
る
２２
の
発
電

所
で
は
２１
カ
所
が
停
止
と
な
り
、
飯
田
線

は
土
砂
崩
壊
、
線
路
の
損
壊
な
ど
に
よ
り

運
行
不
能
と
な
り
ま
し
た
。
上
水
道
は
ほ

と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
供
給
不
能
と
な
り
、

日
常
生
活
に
困
難
を
き
わ
め
ま
し
た
。
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　　出
水
時
に
は
消
防
団
を
は
じ
め
地
域
住
民
が

必
死
の
水
防
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。
被
災
後

も
救
援
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
精
力
的
に

活
動
し
ま
し
た
。

　　一
方
、
道
路
や

河
川
の
決
壊
に
伴

う
各
集
落
の
孤
立

の
解
消
な
ど
、
緊

急
に
措
置
す
べ
き

こ
と
が
山
積
み
し
、

長
野
県
は
６
月
２７

日
に
自
衛
隊
の
派

遣
を
要
請
し
ま
し

た
。

　　人
命
救
助
を
は

じ
め
水
防
作
業
、

　　災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
総
合
的
な
治
水
対
策
に
基
づ
い
た
復
旧
計
画
が
立
て
ら
れ
、
国
、
県
、
市

町
村
の
役
割
分
担
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
台
風
期
に
再
度
災
害
を
受
け
な
い
こ
と
を
目
的
に
河
川
改
修

を
は
じ
め
、
治
水
や
砂
防
な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

川路、龍江、竜丘地区の治水対策事業

堤防の後背地を全面的に盛土とする画期的な

治水対策事業を実施しました。安全な土地とな

ることで、企業の進出や宅地化が進み、天龍

峡エコバレープロジェクトなどの企業立地も進

められました。

城
東
地
区

　　　　区
画
整
理
事
業

災
害
復
旧

　　道
路
・
公
園
・
水
路
な
ど
の

区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
、

昭
和
４１
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

今
宮
土
地
区
画
整
理
事
業

　　王
竜
寺
川
、
松
洞
川
の
河
川
復
旧
と
平
行
し
、

両
河
川
に
は
さ
ま
れ
た
約
１１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
区
域

と
す
る
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
土
地
の
高
度

利
用
が
図
ら
れ
、
商
店
街
、
住
宅
地
と
し
て
復

　　伊
那
谷
は
三
六
災
害
以
降
、

特
に
首
都
圏
と
中
京
圏
を
結
ぶ

大
動
脈
、
中
央
自
動
車
道
を
は

じ
め
国
道
１
５
３
号
、
１
５
１
号

な
ど
地
域
の
交
通
網
が
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　　日
本
赤
十
字
社
な
ど
で
は
、

治
療
や
伝
染
病
を
防
ぐ
た
め
の

防
疫
を
行
い
ま
し
た
。

　　被
害
を
免
れ
た
近
隣
地
区
の

学
校
や
公
民
館
、
神
社
、
寺
院
、

旅
館
な
ど
３６
カ
所
が
避
難
所
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
食
料

の
配
給
、
販
売
も
混
乱
し
麻
痺

の
状
態
が
続
い
た
た
め
、
婦
人

会
等
の
協
力
を
得
て
炊
き
出
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　被
害
を
こ
う
む
っ
た
学
校
で

は
、
一
カ
月
近
く
の
長
期
休
校

災
害
支
援

風
越
山
を
源
流
と
す
る
野
底
川
は
松
川
へ
合

流
す
る
勾
配
が
急
な
河
川
で
、
土
石
流
に
よ

り
野
底
川
両
岸
に
わ
た
っ
て
氾
ら
ん
し
、
７
人

の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

と
な
り
、
一
日
も
早
い
授
業
の
再
開
を
目
指
し

応
急
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

　　全
国
か
ら
教
育
委
員
会
を
と

お
し
て
義
援
金
や
児
童
の
服
、

鉛
筆
な
ど
の
支
援
物
資
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
東
京
の
会
社
か

ら
は
学
校
給
食
用
に
ソ
ー
セ
ー

ジ
２
万
本
な
ど
が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　　飯
田
線
の
不
通
や
道
路
の
寸

断
に
よ
り
給
食
物
資
が
不
足
す

る
学
校
に
対
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
や
自
転
車
等
に
よ
る
輸
送
を

実
施
し
物
資
が
届
け
ら
れ
、
災

害
の
跡
も
生
々
し
い
中
で
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

食
料
・
衣
類
の
輸
送
な
ど
救
助
作
業
に
あ
た
り

ま
し
た
。
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
員
は
４
万
２
千
５

０
８
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

道
路
網
の
整
備

旧
し
ま
し
た
。

　　近
年
で
は
、
市
街
地
の
交
通
混
雑
の
解
消
や

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
道
路
整
備
と
し
て
国
道

１
５
３
号
の
飯
田
バ
イ
パ
ス
や
県
道
な
ど
の
整
備

が
完
成
し
ま

し
た
。
ま
た
南

北
を
結
ぶ
広

域
交
通
網
と

し
て
の
三
遠
南

信
自
動
車
道

が
整
備
さ
れ
て

お

り
、
災

害

時
の
広
域
的
な

支
援
が
可
能
と

な
る
道
路
と
し

て
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

救助に乗りこんだ自衛隊員救助に乗りこんだ自衛隊員

炊き出し風景（上郷地区）炊き出し風景（上郷地区）

三遠南信自動車道（飯喬道路）三遠南信自動車道（飯喬道路）

野底川の氾らん（上郷城東）野底川の氾らん（上郷城東）

整備後の川路・龍江・竜丘地区整備後の川路・龍江・竜丘地区
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　　わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
伊
那
谷
は
、長
い
歴
史
の
中
で
幾
た
び
と
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま

し
た
。先
人
達
は
自
然
の
脅
威
と
戦
い
、試
行
錯
誤
の
中
で
苦
境
を
乗
り
越
え
復
興
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

　　三
六
災
害
か
ら
５０
年
。治
水
対
策
や
砂
防
事
業
、ま
た
広
域
的
な
道
路
網
の
整
備
な
ど
が
計

画
的
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、同
時
に
災
害
に
備
え
る
心
構
え
や
地
域
の
防
災
力
の
強
化

な
ど
「
自
助
・
共
助
」
の
役
割
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、歴
史
に
学
ぶ
と
と
も
に
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

正徳５年（１７１５年）６月１７日から２４日

にかけて、降り続いた雨によって天竜

川が出水したため大水害となり、伊

那谷はまるで湖水のようになったと伝

えられています。

発生した年が干支の未年であったこと

から「未の満水」と言われています。

この時に発生した土石流によって高台

の天王原（現在の上郷城東地籍）が

一瞬にして埋まり、巨大な岩が後に残

されました。この岩は「夜泣き石」と

言われています。

「未の満水」

「三六災害から５０年～共助力の再興とその補完について～」

大
災
害
の
歴
史

□
大
宝
元
年
（
７
０
１
年
）

　　

 

８
月

　

□
寛
永
元
年
（
１
６
２
４
年
）
４
月

　

□
元
禄
９
年
（
１
６
９
６
年
）
６
月

　

□
正
徳
５
年
（
１
７
１
５
年
）
６
月

　　未の
満
水

□
享
保
４
年
（
１
７
１
９
年
）
８
月

□
享
保
１６
年
（
１
７
３
１
年
）

　

□
宝
暦
５
年
（
１
７
５
５
年
）
８
月

□
天
保
９
年
（
１
８
３
８
年
）
４
月

□
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）

　　辰の
満
水

□
明
治
４０
年
（
１
９
０
７
年
）
８
月

　

□
明
治
４４
年
（
１
９
１
１
年
）
８
月

　

□
昭
和
２５
年
６
月

　梅
雨
前
線
豪
雨

□
昭
和
２８
年
７
月

　梅
雨
前
線
豪
雨

□
昭
和
３２
年
６
月

　梅
雨
前
線
豪
雨

□
昭
和
３４
年
８
月

　台
風
７
号

□
昭
和
３６
年
６
月

　三
六
災
害

□
昭
和
４０
年
９
月

　台
風
２４
号

□
昭
和
４５
年
６
月

　梅
雨
前
線
豪
雨

□
昭
和
５７
年
７
月

　台
風
１０
号

□
昭
和
５８
年
９
月

　台
風
１０
号

□
平
成
１１
年
６
月

　梅
雨
前
線
豪
雨

□
平
成
１８
年
７
月

　梅
雨
前
線
豪
雨

□
平
成
２２
年
７
月

　南
信
地
方
の
集

　
　
　
　
　
　
　
　中
豪
雨

三六災害５０年シンポジウム三六災害５０年シンポジウム三六災害５０年シンポジウム三六災害５０年シンポジウム
三六災害から学ぶこと ～地域の防災力向上をめざして～三六災害から学ぶこと ～地域の防災力向上をめざして～
　　昭和３６年、伊那谷を襲った三六災害から、本年で５０年の節目を迎えます。この災害を風化させず、
教訓として継承し、さらに地域とともに水害・土砂災害に備えた地域づくりを目指すことを目的として
シンポジウムを開催いたします。

　　昭和３６年、伊那谷を襲った三六災害から、本年で５０年の節目を迎えます。この災害を風化させず、
教訓として継承し、さらに地域とともに水害・土砂災害に備えた地域づくりを目指すことを目的として
シンポジウムを開催いたします。

６月１９日（日）６月１９日（日）
飯田文化会館

参加費
無料

　三六災害下で繰り広げられた劇的なドキュメントを拾い
上げ、芝居、語り、合唱、映像によるコラボレーションで表現。
災害の悲惨さを伝え、これに関わった人間のドキュメント
を描きます。

パネルディスカッション １５：４０～１７：２０ 大ホール

１０：００～１６：００

防災技術展示　・災害パネル展示　・ロゴマーク募集展示 ・
災害対策車両等展示

１４：００～１４：４０

１４：４０～１５：３０

「三六災害と伊那谷　～地形・地質と災害との関連から～」

理学博士　松島信幸さん

展　　示 展示室・屋外展示

式　　展 大ホール

基調講演 大ホール

■問い合わせ　　

サイドイベントサイドイベントサイドイベント ＊南信州広域連合の取り組み

■時間　　１２：４５～１３：４５　　　　■場所　　大ホール

演劇　「演劇的記録 三六災害五十年」

出演　：　演劇宿／記録作文集「濁流の子」を書いた方々／当時の被災地域の方々

夜泣き石（上郷城東）夜泣き石（上郷城東）

資
料
：
㈳
中
部
建
設
協
会―

想
い
お
こ
す
三
六
災
害

え　　　と ひつじ

ひつじ

会　場

・三六災害５０年実行委員会 事務局 天竜川上流河川事務所　砂防調査課
　 　 ０２６５－８１－６４１７　　
・飯田市役所 建設管理課　　  ０２６５－２２－４５１１   内線２７１１
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気象情報には注意報や警報があり、長野地方気象台などから発表されます。
注意報は、大雨や強風などによって災害が起こる恐れがある場合に、注意を喚起するために
発表され、警報は重大な災害が起こる恐れのある場合に警戒を促すために発表されます。
大雨などの気象警報、注意報を市町村ごとに発表しています。

気象情報

市が発表する避難情報

防災ハザードマップ いいだ安全・安心メールを配信しています

気象情報

市では、気象台と県が共同で発表する土砂災害警戒情報に基づき避難情報を発表します。

市が発表する避難情報

市内の急傾斜地や土石流の恐れのある区域を、基準に

もとづき「土砂災害警戒区域（通称イエローゾーン）」また

は「土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）」に県が指定し

ています。

マップでは、そうした区域を確認できたり、洪水時におけ

る浸水想定区域、過去に水害を受けた区域を示してあり、

あなたのお住まいの地域がどんな区域に指定されているの

か確認出来ます。

また、避難場所や災害時に援護を必要としている施設、

避難時の心得なども掲載しています。万が一に備えて、い

つでも持ち出せる場所に保管してください。

また飯田市ウェブサイトから簡易版をダウンロードできます。

市では、災害情報をメールで配信しています。このサー

ビスを利用するためには、利用者登録が必要です。

ぜひ、登録をしてください。

防災ハザードマップ いいだ安全・安心メールを配信しています

土砂災害警戒情報
（土砂災害の危険度が高まる）

大雨警報
（重大な災害の起こるおそれ）

大雨注意報
（災害の起こる可能性）

広報等の情報に注意してすぐに
避難できるように準備してください
（レッドゾーンにお住まいの方は自主避難を開始）

天気予報や雨量状況、災害情報に注意し、
避難の準備をしてください

情報に注意

高

低

避難開始を!!

今すぐ避難を!!

◆人的被害の発生する可能性が明らか
に高まった状態

◆避難行動を開始しなければならない
段階

◆避難の心得を確認し、家族、近所で助
け合いながら避難所に避難を開始し
ます

◆前兆現象の発生、現在の切迫した状
況から人的被害の発生する危険性が
非常に高いと判断された状況。または
人的被害の発生した状況です

◆危険です。速やかに避難所に避難して
ください

◆崖の周辺などを避け、あわてず落ち着
いて行動してください

避難情報 発表される状態 皆さんの行動

避難勧告

避難指示

発表される状態 皆さんの行動

避難準備や

自主避難の目安に!!

◆人的被害の発生する可能性が高まっ
た状態

◆災害時に援護を必要とされる方など、
避難に時間を必要とする方が行動を
開始しなければならない段階

◆いつでも避難できるように準備を整
え、災害情報に注意してください

◆お年寄りや子どもはこの段階で避難所
に避難させます

避難準備情報

登録用二次元コード

iida.jh@mpme.jp

災害情報のほか、事件・事故情報、不審者情報、
行方不明者情報などが配信されます

※火災情報は別の登録になります。

危
険
度

危
険
度
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復元された２１４畳分の地図

　締結式で原州に送られた「大平は総合病院」の銘板 答申案を受けた記者会見（４月２１日）

地図をのぞき込む

飯田やまびこマーチは２５回目を迎え、今年は記念大会
として実施しました。２０回大会以降、韓国原州国際ウォー
キング大会と両大会との参加交流が行われてきており、
両大会の更なる発展と健康とスポーツの振興に寄与する
ことを目的に、友好提携の締結式を行いました。

５月１２日、リニアを南アルプスを貫くルートとする最終
答申が行われました。これを受け、今後は国により整備計
画が決定される見通しで、駅の設置場所や費用負担など
十分に協議されることを求め、引き続きリニアを見据えた
地域づくりを地域一丸となって取り組んでいきます。

伊能図全国巡回フロア展が、飯田や

まびこマーチの関連事業として４月２１日

から４日間の日程で開催されました。

江戸時代に、伊能忠敬が日本全国を

１７年かけて歩いて測量した日本地図を、

原寸大で完全復元し、体育館一杯に展

開した地図の上を歩きながら業績を体

感しました。

伊能測量隊一行は、２００年前の１８１１

年（文化８年）に飯田下伊那地方にも

測量に入ったという記録が残っています。

２００年前の偉業を体感

第２５回飯田やまびこマーチ
韓国原州と友好提携

交通政策審議会中央新幹線小委員会答申
リニア南アルプスルート決定へ

伊能図全国巡回フロア展in南信州

うぉん じゅ
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名フィルによる名曲コンサート

丸山副市長退任式

クリニックで指導を受ける

総務省人事により、丸山達也副市長が５月１３日付で退

任されました。平成２１年度から約２年間、定住自立圏の構

築に向けた各種事業などにあたりました。

後任には、総務省から飯田市出身でもある佐藤健副市

長が５月１４日就任しました。

佐藤 新副市長

市民とプロオーケストラが共同で創る

音楽祭として、今年も名古屋フィルハーモ

ニー交響楽団をパートナーに迎え、５月２

日から４日間の日程で開催されました。

名フィルから直接指導を受ける音楽ク

リニックには過去最高の２１５名が受講

し、成果発表演奏会の素晴らしい演奏に

会場が感動に包まれました。

また、名フィルのオーケストラコンサート

をはじめとする多彩なコンサートを、

６,０００人を超える市民の皆さんが楽し

み、まちに音楽があふれた４日間となりま

した。

更なる定住自立圏の推進に

音楽がまちにあふれる
オーケストラと友に音楽祭２０１１

副市長人事

2011.6.1［広報いいだ］7



赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ

に
自
分
で
呼
吸
を
始
め
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
呼
吸
を
は
じ
め
る
の
で

し
ょ
う
か
。

お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、

お
母
さ
ん
の
胎
盤
か
ら
へ
そ
の
緒

を
通
し
て
酸
素
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
、
呼
吸
を
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
生
ま
れ
た
後
の

呼
吸
に
備
え
て
、
呼
吸
を
す
る
時

の
様
に
胸
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
誕
生
を
境
に
呼

吸
を
は
じ
め
て
、
自
分
で
酸
素
を

取
り
込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な

ぜ
呼
吸
を
始
め
ら
れ
る
か
、
い
ろ

い
ろ
な
説
は
あ
り
ま
す
が
、
は
っ

き
り
と
し
た
理
由
は
分
か
っ
て
い

な
い
不
思
議
な
現
象
で
す
。
実
は
、

赤
ち
ゃ
ん
が
呼
吸
を
始
め
る
と
い

う
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

の
で
す
。

お
母
さ
ん
の
お
腹
か
ら
で
た
赤

ち
ゃ
ん
は
、
ま
ず
空
気
を
吸
い
込

み
、
肺
の
中
に
空
気
を
満
た
し
ま

す
。
そ
の
あ
と
、
空
気
を
は
い
て

泣
き
声
を
あ
げ
ま
す
。
こ
の
時
に
、

全
部
空
気
を
は
き
だ
し
て
し
ま
う

と
肺
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

少
し
空
気
を
残
し
て
肺
が
つ
ぶ
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
呼
吸
の
第
一
歩
で
す
。
そ
の
後
、

休
み
な
く
呼
吸
を
し
続
け
ま
す
。 

生
ま
れ
た
後
、
自
分
の
力
で
呼

吸
を
始
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
呼

吸
を
始
め
て
も
休
ん
で
し
ま
っ
た

り
す
る
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
実

は
、
日
本
中
で
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ

ん
の
約
１
０
０
人
に
１
人
は
、
自

分
の
力
で
呼
吸
を
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
医
師

や
看
護
師
が
呼
吸
の
手
伝
い
を
し

ま
す
。
少
し
手
伝
い
を
す
る
と
、

自
分
の
力
で
呼
吸
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
自
分
で
呼
吸
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
赤
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
場
合
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新

生
児
集
中
治
療
室
）
と
よ
ば
れ
る

病
棟
に
入
院
を
し
て
、
呼
吸
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
を
待
ち
ま

す
。

市立病院看護師（新生児集中ケア認定看護師）

清水佳奈

生
ま
れ
た
直
後
の
赤
ち
ゃ
ん
の
呼
吸

市 

長

　牧
野
光
朗

そ
の 

77

丸
山
前
副
市
長
へ
の
感
謝
と
佐
藤
新
副
市
長
へ
の
期
待

５
月
１３
日
に
丸
山
副
市
長

が
退
任
し
、
総
務
省
に
復
帰

し
ま
し
た
。
丸
山
前
副
市
長

に
は
南
信
州
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
の
締
結
に
向
け
て
下

伊
那
郡
の
１３
町
村
と
の
協
議

な
ど
に
丁
寧
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
南
相
馬
市
か
ら

の
被
災
者
受
け
入
れ
を
南
信

州
広
域
連
合
全
体
で
迅
速
に

行
え
た
の
は
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
の
積
み
重
ね
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
、
今
後
も
飯
田
、
南
信

州
に
ご
縁
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
の
２

期
目
の
市
政
の
柱
と
し
て
い

る
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進

は
未
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
リ

ニ
ア
に
つ
い
て
も
５
月
１２
日
に

最
終
答
申
が
な
さ
れ
、
い
よ

い
よ
正
念
場
中
の
正
念
場
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
大
変
厳
し
い
時

期
に
あ
っ
て
、
同
構
想
の
下

で
更
な
る
事
業
の
充
実
を
図

る
た
め
に
、
総
務
省
に
有
為

な
人
材
派
遣
を
申
し
入
れ
て

い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
議

会
の
同
意
を
い
た
だ
い
て
当

市
出
身
の
佐
藤
氏
に
就
任
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

佐
藤
新
副
市
長
は
奇
し
く

も
４
月
ま
で
大
分
県
の
総
務

部
長
で
し
た
か
ら
、
そ
の
仕

事
ぶ
り
は
よ
く
私
の
耳
に
も

入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
難
局
に
あ
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験
を
基

に
遺
憾
無
く
力
を
発
揮
し
て

も
ら
え
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

［広報いいだ］2011.6.1 8



英語の先生

感
動
し
た
こ
と

私の母国中国の人々は、日本人の美

徳と言えば勤勉、向上心、謙虚で慎み

深い、礼儀正しい、仕事熱心である等

と考えています。

私は日本に移住してから、つくづく

と実感しました。心溢れるほど感じた

のは、日本人の郷土を愛する心でした。

自分を生み育ててくれた郷土。その山

や川を愛し、そして伝統を守り続ける

固い心に敬服します。

昨年１２月、日本人の友人の案内で遠

山の霜月祭りに行ってきました。小さ

い集落、古く狭い神社に老若男女大勢

の人々が集まって、何百年も続く伝統

行事に参加していました。

鬼の面の踊り。熱いお湯を素手で払

う舞等々盛り上がった夜祭でした。参

加した皆さんは、楽しむというより伝

統を守るという使命感に満ちていまし

た。

これから、私はもっと日本人の心を

学び、日本の伝統文化を深く理解しよ

うと心に決めました。

飯田市在住の外国の皆さんも郷に

入らば郷に従い、その国の文化、そ

の国の美徳に関心を持ってはどうで

しょうか。

渋谷幸子 さん

先月の池之側今朝志さん（三穂）からのリレー

熊
谷

　小
百
子
さ
ん（
上
郷
）

人
と
話
す
こ
と
が
苦
手
で「
い
い
お
天
気
で

す
ね
」「
そ
う
で
す
ね
」で
次
が
出
ず
会
話
が

続
か
な
い
ほ
ど
の
人
見
知
り
で
す
が
、
夫
婦
二

人
で
小
さ
な
お
店
を
や
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に「
元
気
〜
？
」と
よ
く

声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
す
。
親
子
ほ
ど
年
の
離

れ
た
若
い
方
も

　気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い

ま
す
。

こ
の
地
域
の
方
々
の
優
し
さ
な
の
で
し
ょ
う

か
。他
県
か
ら
来
た
私
の
よ
う
な
者
に
は
本
当

に
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

人
の
思
い
、
感
じ
方
、
教
わ
る
こ
と
な
ど
話
し

て
始
め
て
わ
か
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

少
し
ず
つ
で
す
が
、お
話
し
す
る
こ
と
が
楽
し

い
こ
と
に
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
自
分
か
ら
声
掛
け
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ど
こ
か
で
私
を
み
か
け
ま
し
た
ら
気
軽
に
声

を
か
け
て
下
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

さわやなぎ

沢柳 芽生 さん
（龍江小６年）

私の夢は、英語の先生になることで

す。理由は、私は英語のじゅくに行って

いて、英語の授業も楽しいし、英語が好

きだからです。英語を書いたり、読んだ

り、話したりすることが大好きです。

私は、英語を始めて８年目ですが、中

学や高校に行っても英語を続けて行きたいと思っています。そ

して、英語が上手に話せるようになったら、海外にも行って外

国の人と話してみたいです。

夢に向かって、これからがんばっていきます。

日本人の美徳に敬服

めい

竜丘日本語教室の様子

広報いいだ５月１日号
の記事に誤りがあり
ましたので、お詫びし
て訂正いたします。
●７ページ２段目６行目
やまびこトーク
池之側今朝志さん筆

5月１日号の訂正

須く（すべからく）

しばらく

く
ま
が
い

さ
ゆ
り

誤

正

しぶや さちこ

2011.6.1［広報いいだ］9
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　平
成
２３
年
度
の
市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
を
６
月
９
日
㈭
に

発
送
し
ま
す
。
市
・
県
民
税
第

１
期
の
納
期
限
は
、
６
月
３０
日

㈭
で
す
。
期
限
内
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
非
課
税
の
方
に
は
、
納
税
通

知
書
を
発
送
し
ま
せ
ん
。

※
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方

は
勤
務
先
か
ら
税
額
通
知
書

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　税
務
課

　市
民
税
係

　内
線
５
１
６
２

市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
を
発
送

▼
休
館
期
間

　６
月
２０
日
㈪
～

３０
日
㈭
こ
の
期
間
、
中
央
・

鼎
・
上
郷
図
書
館
全
て
が
臨

時
休
館
で
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
開
館

　７
月
１
日
㈮
午
前
１０

時
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
で
松
川

町
・
高
森
町
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新

に
伴
う
図
書
館
休
館

こ
ど
も
手
当

６
月
期
分
の
支
払

　平
成
２３
年
度
子
ど
も
手
当
の

第
１
回
目
は
６
月
１０
日
㈮
に
振

込
み
ま
す
。
今
回
の
手
当
は
２

月
～
５
月
分
で
す
。

　な
お
、
例
年
、
６
月
末
ま
で

に
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
「
現
況
届
」
に
つ
い
て
は
、

提
出
は
不
要
で
す
。

※
つ
な
ぎ
法
に
よ
り
、
現
行
の

子
ど
も
手
当
が
暫
定
的
に
継

続
さ
れ
る
期
間
は
９
月
ま
で

の
半
年
間
で
す
。
そ
の
た
め

１０
月
か
ら
新
た
な
制
度
と
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　家
庭
係

　

内
線
５
３
４
６

通
り
町

本
町

松
尾
町

中
央
通
り

りんご並木

銀座

知
久
町

●川本美術館
●

りんご庁舎

●●

飯
田
市
立
動
物
園
●

中
央
公
園
●

飯
田
市
公
民
館

りんご並木車両通行規制実験を実施していますりんご並木車両通行規制実験を実施しています

りんご並木を観光客や

市民の皆さんが安全かつ

安心に歩いて楽しめる環

境としていくために社会実

験を行っています。

りんご並木に通過車両が
流入する両端部（扇町と中
央通りの２地点）における
車両進入を実験的に規制
しています。

●● 問い合わせ ●●

商業・市街地活性課
内線４８７０

交通規制箇所

交通規制期間

交通規制時間帯 交通規制の方法

平成２３年７月１５日㈮まで　（２か月間）

終日 規制表示看板による　（バリケード、警備員は設置しません）

規制箇所…

りんご並木への流入口２箇所

東日本大震災により　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　被害を受けられた方へ

▼税金の軽減・免除などについて　
　東日本大震災により被害を受けられた方
は、所得税の軽減・免除が受けられ、税務署
で手続きを行うことで所得税が還付となる場
合があります。
　そのほか、源泉所得税の徴収猶予や還付、
廃車となった自動車の自動車重量税の還付な
どの特例があります。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせ
いただくか、国税庁ホームページをご覧くだ
さい。
　また、地方税についても、住民税・固定資
産税・自動車税などの特例があります。詳し
くはお住まいの都道府県または市町村にお問
い合わせください。

▼問い合わせ
　　飯田税務署　　0265(22)1165
　　国税庁ホームページ　　http://www.nta.go.jp
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　―
地
デ
ジ
の
準
備
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
？
お
困
り
の
皆
様

に
対
し
て
お
家
で
「
地
デ
ジ
」

相
談
し
ま
す
―

　地
デ
ジ
を
受
信
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な

い
な
ど
、
地
デ
ジ
受
信
で
お
困

り
の
皆
様
に
対
し
て
、
デ
ジ
サ

ポ
長
野
で
は
、
お
家
を
訪
問
し

て
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
無
料
で
地
デ
ジ
の
受
信

・
視
聴
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
い

た
し
ま
す
。

　ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
間
際
で

は
、
相
談
件
数
の
増
加
に
よ

り
、
速
や
か
に
訪
問
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

デ
ジ
サ
ポ
長
野
（
総
務
省
長

野
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
）

０
２
６（
２
３
３
）５
５
０
１

※
受
付
時
間

　平
日
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝

日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

お
家
で

「
地
デ
ジ
」
相
談

「
地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
」
無
償
給
付

　公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
世

帯
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

長
野
県
北
部
地
震
等
に
よ
る
被

災
世
帯
の
み
な
さ
ま
な
ど
で
地

デ
ジ
が
ま
だ
受
信
で
き
な
い
世

帯
で
、
一
定
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
世
帯
に
対
し
て
「
地
デ
ジ

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
を
無
償
給

付
い
た
し
ま
す
。
条
件
や
申
請

手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　７
月
２４
日
㈰

※
申
請
書
郵
送
時
は
消
印
有
効

※
７
月
２４
日
ま
で
に
支
援
を
受

け
る
た
め
に
は
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

総
務
省

　地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免

除
世
帯
へ
の
支
援

（
０
５
７
０
）０
３
３
８
４
０

ま
た
は

０
４
４（
９
６
９
）５
４
２
５

○
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
・

被
災
世
帯
へ
の
支
援

（
０
５
７
０
）０
２
３
７
２
４

ま
た
は

０
４
３（
３
３
２
）２
５
２
５

※
受
付
時
間

　平
日
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
、
土
日
祝
日
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

『アナログ』

ケーブルテレビの加入についての問い合わせは

●秘書課 情報基盤整備係 内線２２４１
●㈱飯田ケーブルテレビ ０２６５（５２）５４０６

地上デジタル放送を見るためには
次のいずれかの対応が必要です。
■地上デジタル放送対応のテレビに買い替える。
■地上デジタルチューナーを購入し、アナログテレビに接続する。
■ケーブルテレビに加入して、専用のデジタルチューナーを接続する。

そのままでは
見ることができなくなります。

そのままでは
見ることができなくなります。

テレビ画面の右上に

『アナログ』
と表示されていませんか？

テレビ画面の右上に

『アナログ』
と表示されていませんか？

アナログテレビ放送は 平成２３年７月２４日 に　　　　
全ての放送が終了します。　　　　

皆さんのお宅では 「地デジ」 の準備はお済でしょうか？

地デジ地デジ詐欺地デジ地デジ地デジ詐欺
にご注意ください!!
地デジ詐欺
にご注意ください!!
地デジ詐欺
にご注意ください!!

あれ？ おかしい？ と思ったら　デジサポ長野や警察へご連絡を！！

総務省テレビ受信者支援センター（デジサポ長野）

０２６-２３３-５５０１平日 ９：００～２１：００
土･日･祝日 ９：００～１８：００

アナログテレビ放送のデ
ジタル化に

便乗した詐欺が発生し
ています。

国や放送局がお金を請
求することは

絶対にありません！！

アナログテレビ放送のデ
ジタル化に

便乗した詐欺が発生し
ています。

国や放送局がお金を請
求することは

絶対にありません！！

こんな詐欺が増えています！
■業者が地デジ普及のためと集金にやってきた。
■地デジ工事をかたって前金をだまし取られた。
■総務省（デジサポ）と名乗る職員が訪問し費用を請求された。

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
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　農
業
委
員
会
は
、
農
地
な
ど

の
利
用
関
係
の
調
整
、
遊
休
農

地
の
解
消
そ
の
他
農
業
全
般
に

わ
た
る
問
題
を
農
業
者
の
創
意

と
自
主
的
努
力
に
よ
っ
て
総
合

的
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
農
業
や
農
業
者
の
一

般
的
利
益
を
代
表
す
る
機
関
と

し
て
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た

行
政
委
員
会
で
す
。

▼
立
候
補
届
出
な
ど

○
立
候
補
届
出
説
明
会

６
月
１７
日
㈮
午
後
２
時
３０
分

市
役
所
３
階
大
会
議
室

○
告
示
日

　７
月
３
日
㈰

○
立
候
補
届
出
日

７
月
３
日
㈰

・
午
前
８
時
３０
分
～
１０
時

市
役
所
議
会
棟
第
一
委
員
会
室

・
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

市
役
所
議
会
棟
選
管
事
務
局

※
市
内
に
住
所
を
有
し
７
月
１０

日
現
在
で
満
２０
歳
以
上
の
方

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
が
立
候
補
で
き
ま
す
。

・
１０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方

・
右
と
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
年
間
６０
日
以
上

の
耕
作
従
事
日
数
が
あ
る
方

▼
投
票
日

　７
月
１０
日
㈰

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
上
村
、
南
信
濃
は
午
後
７
時

ま
で

※
選
挙
権
を
有
す
る
方
は
、
１

月
１
日
現
在
に
よ
り
、
農
業

委
員
会
へ
申
請
書
を
提
出
し

審
査
さ
れ
た
名
簿
を
選
挙
管

理
委
員
会
で
３
月
３１
日
に
確

定
し
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
で

す
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
の
日
程

・
名
簿
登
録
後
に
市
外
へ
転
出

さ
れ
た
方

・
名
簿
登
録
後
の
市
内
異
動
者

で
非
農
家
へ
異
動
し
て
耕
作

に
従
事
し
て
い
な
い
方

・
そ
の
後
耕
作
面
積
が
１０
ア
ー

ル
未
満
に
な
っ
た
世
帯
の
方

▼
期
日
前
投
票

７
月
４
日
㈪
～
７
月
９
日
㈯

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

市
役
所
議
会
棟

第
２
委
員
会
室

※
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
５
６
３
１
・
５
６
３
３

７
月
の
農
業
委
員
会

申
請
書
類
の
締
切
日

　７
月
の
農
業
委
員
会
の
申
請

締
切
日
は
７
月
５
日
㈫
で
す
。

　こ
れ
は
現
在
の
農
業
委
員
の

任
期
が
７
月
１９
日
㈫
ま
で
の
た

め
、
通
常
の
受
付
日（
１５
日
）で

は
、
慎
重
な
審
査
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
す
。

　農
地
法
関
係
許
可
申
請
な
ど

農
地
に
関
わ
る
申
請
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
々
は
ご
理
解
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

内
線
４
８
１
３

「防災行政無線」の放送内容を電話
で聞けます。 （通話料無料）

■問い合わせ
危機管理・交通安全対策室　内線２４３２

０１２０－９１５－４６０
※ 携帯電話からもかかります

選挙する委員の定数と選挙区等について

飯 田
第 １ 座 光 寺 ５

上 郷

第 ２
伊 賀 良

５
鼎

第 ３
山 本

４
三 穂
竜 丘

第 ４ 松 尾 ５
川 路
下 久 堅

第 ５
上 久 堅

５
上 村
南 信 濃

第 ６
龍 江

３
千 代

合　　計 ２７

選  挙  区 区  　域 定　  数
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早寝早起きなどの生活
リズムは、小さい頃から
の習慣づけが大事にな
ってきます。
朝食は一日の活動のリズムをつくりだすのに必
要なものです。
朝食を抜くと、このリズムが崩れてきます。
規則正しい生活のリズムを、朝食を摂ることで整
えましょう。

成長期にある子どもは、たとえ身体が
小さくても、たくさんの
栄養素を必要とします。
朝食は一日の活動の源
になるためと、丈夫な身体
をつくるために必要です。
３食しっかり食べて初めて、必要
な量の栄養素が摂れることになり
ます。

脳の活動エネルギーは主にブドウ
糖の働きによるものですが、体内
に大量に貯蔵しておくことができ
ず、すぐに不足してしまいます。
だから朝の脳はエネルギーの欠乏
状態。イライラするのはもちろん、勉
強に身がはいらない、集中力がないなど、脳の働
きに影響を及ぼします。
脳を活発に働かせるために、朝食は欠かせません。

朝食を摂ると身体が温まります。
これは、摂った栄養素が代謝
されるのに熱を発生するから
です。
体温の上昇とともに脳の温度
もわずかに上昇し、脳のウォー
ミングアップが完了。
「やる気」を起こすためにも、
朝食は必要です。

朝食は脳のエネルギーを
補給します。

朝食は体温を上昇させます。

朝食は丈夫な身体を
つくります。

朝食は一日のリズムを
つくります。

６月は食育月間です６月は食育月間です

朝ご飯、毎日
食べていますか

■問い合わせ　　保健課　食育担当　内線５５１４

市の食育情報はこちらから（いいだ食育どっとこむ） http://iida-syokuiku.com/

６月は食育月間です６月は食育月間です６月は食育月間です
飯田市では、「域産域消で結いの朝・飯・田」のスローガンのもと、
朝食の欠食率を０％にすることを目標に食育に取り組んでいます。

あさ はん だ

飯田市では、「域産域消で結いの朝・飯・田」のスローガンのもと、
朝食の欠食率を０％にすることを目標に食育に取り組んでいます。

あさ はん だ

毎月１９日は

食育の日
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　平
成
２４
年
４
月
お
よ
び
平
成

２３
年
１０
月
採
用
予
定
の
飯
田
市

職
員
採
用
試
験
（
市
立
病
院
関

係
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
平
成
２４
年
４
月
採
用

看
護
職

　２０
人
程
度

病
院
事
務
上
級

　１
人

▼
平
成
２３
年
１０
月
採
用

看
護
職

　５
人
程
度

薬
剤
師

　１
人

言
語
聴
覚
士

　１
人

○
勤
務
予
定
機
関

飯
田
市
立
病
院

○
受
験
資
格
・
給
与

詳
細
は
、
試
験
実
施
要
綱
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
当

通
勤
、
期
末
・
勤
勉
、
扶
養

住
居
、
特
殊
勤
務
な
ど

▼
第
１
次
試
験
日

７
月
２４
日
㈰

▼
第
１
次
試
験
方
法

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
適

正
検
査
な
ど

※
詳
細
は
、
試
験
実
施
要
綱
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
実
施
要
綱
と
試
験
申
込

書
の
入
手
方
法

○
市
役
所
人
事
課
、
市
立
病
院

各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
受
け
取
る
。

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
試
験
区
分
と
宛

先
明
記
、
角
形
２
号
）
を
同

封
し
て
市
役
所
人
事
課
へ
請

求
す
る

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
市

立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
受
付
期
間

　６
月
６
日
㈪
～
６
月
２７
日
㈪

▼
申
込
方
法

○
次
の
書
類
を
月
～
金
曜
日
の

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
の
間
に
人
事
課
ま
で
本

人
ま
た
は
代
理
者
が
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
可

で
す
。

○
試
験
申
込
書

○
住
所
、
氏
名
、
試
験
区
分
を

記
載
し
、
８０
円
切
手
を
貼
っ

た
長
形
３
号
封
筒

▼
締
め
切
り

　６
月
２７
日
㈪

※
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
８
５
０
１

飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

飯
田
市
総
務
部
人
事
課

内
線
３
１
３
２

飯
田
市
職
員
採
用
試
験

（
市
立
病
院
関
係
）

チャンスを
分かち、

未来を拓こ
う

６月２３日㈭
  ～２９日㈬は、

「男女共同
   参画週間」
「男女共同
   参画週間」女性は、人口の半分、

労働力人口の４割を占

め、政治、経済、社会な

ど多くの分野の活動を

担っています。しかし、日

本では他の先進国と比

較して、指導的な立場で

活躍する女性が少ない

のが現状です。このため、社会の様々な活動に参画

する機会の男女格差を改善する必要があります。

女性の参画機会を積極的に確保する取り組みを

「ポジティブ・アクション」として、企業、団体、地域

社会で推進することが求められています。

私たちのまわりの男女のパートナーシップについ

て、この機会に考えてみませんか？

※市は、第４次飯田市男女共同参画計画

（平成２０年度～平成２４年度）において

「働きやすい職場環境の整備および仕事

と家庭の両立支援」「各種審議会などの

委員および地域自治組織への女性の参

画推進」などを重点項目として取り組ん

でいます。

平成２３年度は、第５次の計画策定に向け

て、現計画の評価や市民・事業所を対象

とした意識調査を予定しています。

●問い合わせ／男女共同参画課　内線５３５１
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　歴
史
研
究
所
で
は
、
飯
田
・

下
伊
那
の
素
材
を
用
い
た
、
市

民
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
歴
史
研
究

活
動
を
助
成
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
分
野

　歴
史
関
係
全
般

▼
応
募
資
格

○
飯
田
・
下
伊
那
に
住
所
を
有

す
る
団
体

○
大
学
の
卒
業
論
文
や
修
士
論

文
を
作
成
す
る
た
め
の
研
究

を
行
う
者

▼
助
成
条
件

○
飯
田
・
下
伊
那
の
素
材
を
用

い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
歴
史
研

究
の
成
果
で
あ
る
こ
と
。

○
新
た
に
得
た
史
料
の
所
在
情

報
な
ど
に
つ
い
て
は
、
研
究

所
へ
提
供
す
る
こ
と
。

○
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
所

定
の
時
期
に
研
究
所
に
て
発

表
を
行
い
、
併
せ
て
研
究
所

の
刊
行
物
を
通
じ
て
公
表
す

る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

※
必
要
な
審
査
を
行
い
ま
す
。

▼
助
成
金
額

　１０
万
円
以
内

※
修
士
論
文
を
作
成
す
る
場
合

は
、
１５
万
円
以
内

▼
申
請
期
限

　７
月
１６
日
㈯

▼
研
究
期
限

　平
成
２４
年
２
月
２９
日
㈬

※
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

歴
史
研
究
活
動
の
助
成

　イ
ラ
ク
の
通
貨
「
デ
ィ
ナ
ー

ル
」
や
ス
ー
ダ
ン
の
通
貨
「
ス

ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
」
を
使
っ
た
投

資
に
関
す
る
電
話
勧
誘
が
増
え

て
い
ま
す
。

　高
齢
の
方
や
過
去
に
投
資
ト

ラ
ブ
ル
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

等
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

日
本
の
銀
行
で
は
、
デ
ィ
ナ
ー

ル
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　国
内
で
デ
ィ
ナ
ー
ル
を
日
本

円
に
す
る
事
は
極
め
て
困
難
で

す
。
心
配
な
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

　消
費
生
活
係

　内
線
５
３
５
５

外
貨
を
使
っ
た
投
資
ト
ラ

ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

火災情報

○○時○○分、飯田市○○で建物火災が発生しました。

市では、火災発生や事件・事故などの情報を
メールで配信しています。このサービスを利用す
るためには、次のとおり利用者登録が必要で
す。ぜひ登録をしてください。

◆登録方法◆

登録上の注意
○すべての情報が必要な場合は、それぞれ登録をしてください。

○携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している場合は、
city.iida.nagano.jpを受信したいメールドメインの項目に登録してください。

○URL付きメールの受信を許可してください。

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信し
てください。(題名や本文を入力する必要はありません)

返信メールに記載された登録用ホームページのアドレス（URL）
をクリックしてください。

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。（登録完了）

◆登録の取り消し方法◆
次のメールアドレスにメールを送信し、返
信メールに記載された取り消し用ホームペー
ジアドレス（ＵＲＬ）をクリックし、ガイダンスに
従ってください。

●火災情報の取り消し
iida.kjbye@mpme.jp

●火災以外の情報の取り消し
iida.jhbye@mpme.jp

■問い合わせ
　秘書課　情報システム係　内線２２２７

いいだ安全・安心メール
を配信しています

333手順

222手順

111手順

事件・事故情報、不審者情報、気象・災害警報、
行方不明者情報、その他の情報

火災情報 iida.kj@mpme.jp

iida.jh@mpme.jp

登録用二次元コード

火災情報 その他の情報

■デイサービスセンターたまゆら
定員：５３名  ＴＥＬ ２８-１３３１

■ショートステイたまゆら （単独型）
定員：３４名  ＴＥＬ ２８-２８８５

■介護付有料老人ホームたまゆら
定員：９名

㈱たまゆら㈱たまゆら

■ショートステイたまゆら （併設型）
定員：７名  ＴＥＬ ２８-１４１０

■デイサービスセンターたまゆらの丘
定員：４０名  ＴＥＬ ４８-０１２１

■ハッピーハウスたまゆら（適合）高齢者専用賃貸住宅
定員：３４名  ＴＥＬ ４８-０１３１

【空室：Bタイプ１部屋】
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　シ
リ
ー
ズ
第
１
回
目
の
講
座

で
す
。
子
育
て
中
の
方
、
子
育

て
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す

　講
師
の
話
を
聞
い
た
り
仲
間

と
語
り
合
う
な
か
で
、
自
分
の

子
育
て
を
見
つ
め
た
り
今
ま
で

と
違
っ
た
視
点
で
子
育
て
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

７
月
２
日
㈯
午
後
１
時
～

▼
場
所

　松
尾
公
民
館

▼
定
員

　５０
人
程
度

▼
講
師

　清
泉
女
学
院
短
期
大
学

副
学
長

　西
山

　薫
氏

▼
演
題

　﹃
家
庭
が
育
む
生
き

る
力
と
学
力
～
地
域
ぐ
る
み

の
子
育
ち
の
視
点
～
﹄

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
先
着
順

と
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
講
座
は
全
６
回
シ
リ
ー
ズ
で

み
ん
な
で
子
育
て
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
講
座

す
。
第
２
回
目
以
降
の
講
座

に
つ
い
て
は
７
月
以
降
に
広

報
い
た
し
ま
す
。

▼
受
講
料

　無
料

※
た
だ
し
材
料
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
は
実
費
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法

参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
等
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

▼
締
め
切
り

　６
月
３０
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

地
育
力
向
上
係

内
線
３
５
７
９

０
２
６
５（
２
２
）７
９
６
９

shougai@city.iida.nagano.jp

市の
ウェブサイトを
ご覧ください

市の
ウェブサイトを
ご覧ください

市の
ウェブサイトを
ご覧ください

飯田市役所

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板
◆森のかみしばい劇場
日　時：７月３日㈰ １０：００～１５：００頃

会　場：かざこし子どもの森公園

入場料：１００円（３歳未満は無料）

◆フェスタ有料公演チケット先行発売
日　時：６月２日㈭

販売所：飯田文化会館（平日９：００～１７：３０）、

平安堂飯田店・座光寺店

◆人形劇自主事業実行委員募集
人形劇フェスタ以外の時期に人形劇場や川本美術館、竹

田人形館などで行う人形劇公演を企画運営するスタッフ

を募集しています。電話またはＥメールでご連絡くださ

い。

◆アートパフォーマンスキャンプ２０１１　ｉｎ　飯田
参加者＆スタッフ募集

チェコを拠点に世界中で活躍する人形劇作家沢則行さんをイン

ストラクターとして迎え、巨大な人形を作り、短いストーリーを

作って上演、人形劇フェスタのパレードにも参加します。詳しく

は飯田文化会館までお問い合わせください。

一日全部かみしばい。笑いと感動のかみしばい。親子でお楽しみ下さい。

いいだ人形劇フェスタ有料公演のうち７作品のチケット

を６月２日㈭より先行発売します。人気の劇団、指定席

の公演はお早めにお買い求めください。

◆７：５５劇場（仮称）　開催のお知らせ
日時：６月２日㈭ １９：５５開演

会場：飯田人形劇場

出演：人形座「あん」／「田辺」／

人形劇団なむなむ／

後藤 渉／ましゅ＆Ｋｅｉ

入場料：５００円
※上演時間は合計で１時間
程度を予定しています。

発売日当日は
各公演お一人様
５枚までの

販売となります。

定番の作品から新
作の

実験的上演まで、

様々な小作品を

お楽しみください
。 ■申し込み・問い合わせ

飯田文化会館人形劇のまちづくり係

　０２６５（２３）３５５２　　　ｆｅｓｔａ２０１１＠ｉｉｄａ-ｐｕｐｐｅｔ.ｃｏｍ
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点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
教
室

　

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
教

室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
が

読
め
る
本
な
ど
の
印
刷
物
を
少

し
で
も
増
や
す
た
め
、
点
訳
を

基
礎
か
ら
学
ん
で
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
対
象
者

　点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
の
あ
る
方

▼
期
間

　７
月
１４
日
か
ら
９
月
１５
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日

　

▼
時
間

　午
前
９
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分

　全
１０
回

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　第
１
、
２
講
習
室

▼
定
員

　１５
人

▼
参
加
費

　テ
キ
ス
ト
代

　６
３
０
円

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　７
月
８
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
飯
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
１

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　二
次
予
防
対
象
者
の
た
め
の

介
護
予
防
運
動
教
室
で
実
技
・

運
営
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
二
次

予
防
対
象
者
と
は
、
介
護
保
険

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の

中
で
、
要
介
護
・
要
支
援
に
な

る
可
能
性
が
高
い
方
で
す
。

　

　な
お
、
こ
れ
は
公
的
な
資
格

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時

６
月
１７
日
㈮
、
２４
日
㈮

７
月
１
日
㈮
、
８
日
㈮

そ
の
他
２
日
間

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

▼
講
義
内
容

・
い
く
つ
に
な
っ
て
も
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に

・
介
護
予
防
運
動
の
講
義
実
技

・
い
き
い
き
食
生
活

・
お
口
の
健
康
か
ら
始
ま
る
介

護
予
防

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う

・
救
急
法
講
習

・
ほ
い
ほ
い
呼
ぼ
う
教
室
見
学

▼
会
場

　龍
江
公
民
館
、
市
内
各
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

　２０
人
位

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
締
切

　６
月
１５
日
㈬

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
２
回
目
の
「
介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
は
、
９

月
２８
日
か
ら
さ
ん
と
ぴ
あ
飯

田
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
係

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
０

　飼
い
主
の
皆
さ
ん
が
犬
を
正

し
く
理
解
し
、
必
要
最
低
限
の

ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　７
月
１０
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
場
所

　勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー（
東
栄
町
）

▼
費
用

　１
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
含
む

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
伊
動
物
愛
護
会
（
飯
田
保

健
福
祉
事
務
所
内
）

０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

飯田・下伊那地域コミュニティサイト

http://www.minapo.jp
まちづくり委員会などの地域の団体やボランティア

をはじめとする各種グループやサークル、またＮＰＯや企
業など南信州で活動するあらゆる団体の皆さんによっ
てつくるコミュニティサイトです。

加入には、団体加入と構成メンバー
の加入が必要です。

こんな時に情報を発信できます

普段の活動を知ってもらってメンバーを増やしたい。

今度のイベントの宣伝をして参加を呼びかけたい。

販売セールや新商品のピーアールをしたい。

グループの仲間だけに連絡をしたい。

他の団体と交流を深め、活動の和を広げたい。

加入者募集加入者募集
（加入方法は

、サイトをご覧
ください）

団体ごとにサイト担当者を決めて、団体加入申請書を提出してください。
※電話、ＦＡＸ、電子メールでの受け付けは行いません
　申請書はウェブサイトからダウンロードできます

トップ画面からオンラインで加入手続きを行うことができます。
オンラインで交付されたＩＤを所属団体のサイト担当者に連絡して、構成メン
バーとしての承認を得てください。

公共団体…無料
利益を目的としない法人および団体等…２,０００円（３ヶ月のお試し期間あり）
従業員２９人以下の事業者など…５,０００円
従業員３０人以上の事業者など…１０,０００円

※情報を書き込んだり、各団体の内部情報を閲覧したりする場合は、
　サイトへの加入が必要となります。

問い合わせ

地域づくり・庶務課　 内線２１１３
「南信州ぽぉたる」運営団体　ＮＰＯ法人くらりnet
　　０２６５（５６）８０５６

団体の加入方法

団体構成メンバーの加入方法

負担金額　（年額）

※団体加入には、負担
金が必要となります。
情報はケーブルテレ
ビのデータ放送でも
配信されます。
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　Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
話
題

と
な
っ
た
小
惑
星
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　企
画
展
「
小
惑
星
が
衝
突
し

た
御
池
山
隕
石
ク
レ
ー
タ
ー
」

（
会
期
６
月
１８
日
〜
８
月
２８
日
）

に
合
わ
せ
て
行
う
講
演
会
で
、

太
陽
系
天
文
学
の
第
一
人
者
渡

部
潤
一
さ
ん
か
ら
小
惑
星
と
ク

レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
小
惑

星
イ
ト
カ
ワ
へ
飛
び
立
ち
、
サ

ン
プ
ル
を
持
ち
帰
っ
た
探
査
機

は
や
ぶ
さ
の
物
語
「
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ

　ｂ
ａ
ｃ
ｋ

　ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ
ｅ

　ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
」
も
上

映
し
ま
す
。

▼
演
題

　天
体
衝
突
と
生
命
進
化

▼
講
師

　渡
部
潤
一
先
生

（
国
立
天
文
台
教
授
）

▼
日
時

　６
月
２６
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　美
術
博
物
館

　講
堂

※
対
象
は
、
中
学
生
以
上
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
自
然
講
演
会

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア

第
６３
講
座

　７
月
の
飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
は

「
近
世
阿
波
の
山
と
地
域
社
会
」

が
テ
ー
マ
で
す
。

▼
講
師

町
田
哲
さ
ん

　鳴
門
教
育
大
学
大
学
院

　学
校
教
育
研
究
科
准
教
授

▼
参
加
費

５
０
０
円

（
４
コ
マ
共
通
資
料
代
）

▼
場
所

り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

▼
第
１
・
第
２
コ
マ

○
テ
ー
マ

「
近
世
前
期
の
山
と
請
負
人

―
祖
谷
山
を
事
例
に
―
」

○
日
時

　７
月
２
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

　午
後
３
時
３０
分
〜
５
時

▼
第
３
・
第
４
コ
マ

○
テ
ー
マ

「
御
林
目
付
か
ら
み
た
山
と

生
業
―
那
賀
川
流
域
を
事
例

に
―
」

○
日
時

７
月
３
日
㈰

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

午
後
１
時
〜
２
時
３０
分

　飯
田
下
伊
那
に
と
っ
て
、
日

本
と
中
国
、
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア

に
と
っ
て
満
州
移
民
は
ど
の
よ

う
な
位
置
に
あ
た
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、

過
去
と
現
在
を
往
還
し
な
が

ら
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　宮
下
功
『
満
州
紀
行
』
を
読

む
▼
開
催
日

　第
１
回

　６
月
４
日
㈯

　
　

▼
時
間

　午
前
１０
時
〜
１１
時
４０
分

▼
会
場

　上
郷
公
民
館
１
０
１
号
室

※
２
回
以
降
の
開
催
日
時
・
会

場
は
参
加
者
の
協
議
で
決
定

し
ま
す
。

※
受
講
料
は
不
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

満
州
移
民
研
究
ゼ
ミ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３

※

画
面
イ
メ
ー
ジ

下久堅、上久堅、千代、龍江、上村、
南信濃地区にお住まいの方

秘書課　情報基盤整備係　内線２２４１

上記以外の地区にお住まいの方

㈱飯田ケーブルテレビ　 ０２６５-５２-５４０６ ■問い合わせ　秘書課　情報システム係　内線２２２８

飯田市からのお知らせ、地域からのお知らせ、お悔や

み情報、リサイクルステーション、休日当番医、緊急情報

など、生活に役立つ情報をお届けしています。

データ放送をご覧になるためには、ケーブルテレビへ

の加入が必要となります。

ケーブルテレビへの加入についての詳しいお申し込

みは次までお願いします。

ケーブルテレビのデジタル１２チャンネルで放送中!!

リモコンの　　　　　　　　ボタンで画面表示の情報

メニューを移動し選択します。

リモコンの　　　ボタンを押すことによって、

その情報の内容を見ることができます。

決定決定

上 下 左 右上 下 左 右

ご  利  用  方  法
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介
護
者
の
た
め
の

相
談
窓
口

　在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
の
様
々
な
相
談

に
専
任
の
相
談
員
が
対
応
し
ま

す
。
ご
家
族
の
介
護
で
お
悩
み

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
場
所

ほ
り
ば
た
長
寿
支
援
セ
ン
タ

ー
（
銀
座
堀
端
ビ
ル
２
階
）

▼
日
時

毎
週
月
曜
日
、
木
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分

※
電
話
で
相
談
の
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
５
６
）１
５
８
７

　暴
力
団
な
ど
か
ら
不
当
な
要

求
を
受
け
て
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

民
事
介
入
暴
力
相
談
所

の
弁
護
士
な
ど
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
、
秘

密
を
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時

　６
月
１５
日
㈬

　午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

　市
役
所
２
０
２
号
会
議
室

▼
申
し
込
み

長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン

タ
ー０

２
６（
２
３
５
）２
１
４
０

▼
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
・
交
通
安
全
対
策

室

　暴
力
追
放
対
策
室

　内
線
２
４
３
３

広報いいだ　広告募集広報いいだ　広告募集広報いいだ　広告募集
「広報いいだ」に有料広告を掲載しています。

お得な割引制度もあります。ぜひ掲載をご検討ください。

３６,０００円◆広告掲載料金　掲載１回当たり……
●　３回以上連続掲載または
過去１年間で５回以上の掲載となる場合

●　６回以上連続掲載または
過去１年間で７回以上の掲載となる場合

３２,４００円

２８,８００円

（１割引）

（２割引）

■申し込み・問い合わせ　秘書課　 広報広聴係　内線２１２５

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

市役所会議室

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

６月１４日㈫
１３：００～１６：００

地域づくり・庶務課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

本人確認が
できる書類と
写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

６月１３日㈪
６月２７日㈪

１３：３０～、１５：００～

市　役　所
保 健 センター

保健課
内線５５１４
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５３５２

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
受付１５：３０まで

６月２３日㈭
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会館
相　談　室

（飯田バスターミナルビル）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

介護高齢課
内線５３８３

基幹包括支援
センター

☎０２６５（５６）１５８７

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

６月２１日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５３５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

男女共同参画課
内線５３５１
（予約制）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木曜日
１３：００～１７：００

毎週月・水・木曜日
１３：００～１７：００

毎週金曜日
１３：００～１７：００

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産業振興支援課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人総合
相談窓口

（市役所本庁舎
１階）

男女共同参画課
内線５３５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

高齢者福祉相談
高齢者介護相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

りんご庁舎２階

銀座堀端ビル
２　階

りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別

一 般

ポルトガル語

タガログ語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。
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１３：３０～１５：３０

１８：３０～２０：３０

１３：３０～１５：３０

１８：３０～２０：３０

１３：００～１４：３０

１９：００～２０：３０

１１：００～１２：００

１４：００～１５：００

１９：３０～２０：３０

１１：００～１２：００

１４：００～１５：００

１１：００～１２：００

１９：３０～２０：３０

１１：００～１１：３０

１９：３０～２０：４５

１９：３０～２０：００

パワーアップダンス
●ハードな振りを覚えて楽しく踊ります
●ストレッチで1日の疲れをリセットしましょう

１３：３０～１４：３０

１９：３０～２０：３０

１５：００～１６：１５

１９：３０～２０：４５

パソコン初級

パソコン中級

●ワード・エクセルの基礎を学びます
（文書の作成・グラフ・住所録・はがきの宛名など）

●実用的なワード・エクセルの利用法を学びます
（名簿・差込文書・往復ハガキ・請求書の作成など）

火（１２回）

火（１２回）

金（１２回）

金（１２回）

火（１２回）

水（１２回）

火・木

木・土

火・金

金

月

月

水・土

月

水・土

月（経験者コース）

水（基礎コース）

金（中級コース）

第２・４木

第１・３日

第２・３・４水

第２・３・４木

１４,４００円 １,０００円

英 会 話 
●これから英会話を始めたい方が対象です
●外国人講師から楽しく学びます

各２０人
最少
１０人

１８,０００円 なし

●泳げない人でも大丈夫、無理なく効果的な指導で
　泳げるようになります
●健康づくりにも最適です

リフレッシュクラス

アクアシェイプ

●５０代以上の方、体力不足の方にお勧めです
●水中歩行から始め、泳ぎなどの水中運動を取り入れて
無理なく進めていきます

●水中でのエアロビクス３０分＋水泳３０分の
バランスの良いプログラムです

各１８人

各１８人

腰痛・肩こり
改善クラス

●体力に自信のない方や、肩こり、腰・股関節・膝の痛みで
お悩みの方でも安心して参加できます
●歩行＋体操＋簡単な泳ぎを組合せながら
徐々に体力アップを目指します

火

月

１４：００～１５：００

１９：３０～２０：３０

エンジョイ
エアロビクス＆ダンス

●エアロビとダンスでシェイプアップ！
血行を促進し、冷え性やむくみの改善、肩こりを緩和します
●ピラティス＆ストレッチで身体機能を改善し
引き締まった理想の身体に・・・

アクアビクス

エアロビクス

●水中でのエアロビクスです
●短時間でシェイプアップに効果的なプログラムです

●しなやかで美しい理想体型をめざし、太りにくく
エネルギー効率がいい遅筋を鍛えましょう
●エアロビクスで楽しんでトレーニングがテーマ！　　　　　

各３０人
１カ月
３,６７５円

ビューティ
エクササイズ

●エクササイズで楽しく、美しいボディをめざしましょう
●下半身を鍛え、バランスのとれたカラダに！

フリースタイルダンス
●ジャンルにこだわらず曲に合わせて楽しく踊ります
●筋力アップトレーニング＋ストレッチ

ダンスでエンジョイ
●今流行の曲に合わせ楽しく踊ります
●筋力アップトレーニング＋ストレッチ

●屋根付コートで、日本体育協会公認上級教師から、
　楽しくレッスンを受けられます
●教材費：初回２,０００円（ボール代）

１３：００～１４：３０
１カ月
５,０００円

１カ月
８,５００円

１カ月
３,８００円

１カ月
４,０００円

１カ月
７,０００円

ヨガ教室

花架拳＆

練功十八法

●ヨガとマッサージで心身のバランスを整えて、
自分で自分の体をメンテナンス

●武術の型を美しく舞う健康法です
●ゆったりとした音楽にのり健康で前向きに生きられる
楽しいカリキュラムです

各３０人

各１５人

１カ月  １,５００円

１カ月  ３,１５０円

週１回コース 週２回コース

講座名 内　　　　　　　　　容 時間 定員 受講料 教材費曜日

講座名 内　　　　　　　　　容 時間 定員曜日
受講料

水　泳

テ　ニ　ス

１３：３０～１５：３０

１８：３０～２０：３０
パソコン応用

●文書や表作成のスキルアップ、関数・グラフ・データ分析
　などを幅広く学びます

水（１２回）

水（１２回）

各１８人

●水深１２０～１４０ｃｍの浮力・水圧を利用して、
関節に負担が少なく身体が甦る水中運動です
●泳ぎのないプログラムなので、どなたでも楽しく長く
運動することができます

水中ウォーキング
＆

ストレッチ
各１８人

各１８人

各２０人

各１２人

１カ月
６,３００円

１カ月
４,２００円

（　　　）

各１６人
最少
８人（　　　）

◆問い合わせ・申し込み　サンヒルズいいだ　　　０２６５（２６）７０９０　　◆申し込みは、事務所まで直接お越しください。
◆サンヒルズいいだホームページ　http://www.mis.janis.or.jp/̃sunhills/index.html

サンヒルズいいだ各種講座受講生募集　

飯田
ゆめみらい
ＩＣＴカレッジ

宮坂千穂

講師

外国人
講師

１０：３０～１２：００

１９：００～２０：３０

火（１２回）

火（１２回）
中　国　語

●自己紹介や挨拶などやさしい日常会話を中心とした内容です
●中国遼寧省出身講師から正しい発音を学びます

各１５人 １２,０００円 実費吉川陽子

１４：００～１６：００

１９：００～２１：００

金（１２回）

金（１２回）
篆　刻

●篆刻　意外と簡単です
●自分の印を刻って楽しみましょう

各１５人 １４,４００円 実費

アイスク

林　竹彦

田中千尋

上田由美子

宮沢久美子

ＭＩＹＵＫＩ

堀　義治

西浦勢津子

福島　瞳

講師

１０：３０～１２：００

土

土

火

金

水

金

木

金

１９：３０～２０：３０

１４：００～１５：００

１９：３０～２１：００

１７：３０～１９：００

１９：３０～２１：００

カカケン

テンコク

レンコウジュウハッポウ

●文化教養講座（７～９月）　３カ月単位

●健康増進講座（１カ月単位月々更新）　随時申込受付けています

※ 受講者が極めて少ない場合は、開講出来ないことがあります。また曜日、時間等の変更もありますのでご承知おきください。
※ 「サンヒルズいいだ」では、温水プールでの一般遊泳・無料浴場もご利用いただけます。
※ 飯田勤労者共済会の会員の方は、年１回に限り受講料の半額（２,６２５円上限）の割引が受けられます。申し込みの際、会員証を提示してください。
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３６災と天龍橋の歴史
６月２５日㈯　９：００～１１：３０
講師：今村理則・大原千和喜　（地域有識者）
内容：３６災と復興のようすや天龍橋について学ぼう

夏のバードウォッチング
６月２６日㈰　９：００～１５：００
講師：信州野鳥の会
内容：水辺の楽校で鳥の観察をしよう

ジャガイモ掘りとサツマイモ植え
７月２日㈯　９：００～１１：３０
講師：堤久　（かわらんべスタッフ）
内容：イモ掘り、イモ植えをして

ふかしイモを食べる

アレチウリの駆除
７月３日㈰　９：００～１１：００
講師：堤久　（かわらんべスタッフ）
内容：水辺の楽校のアレチウリを抜き取ろう

絵手紙講座　※成人講座
７月７日㈭　９：００～１１：００
講師：黒河内秀幸　（日本絵手紙協会）
内容：自然の素材で、絵手紙を楽しく描こう

川の始まりはどうなってる？
７月９日㈯　９：００～１６：００
講師：柳生将之　（かわらんべスタッフ）
内容：川を遡って始まりをみつけよう

写真講座　※成人講座
７月１３日㈬　９：００～１１：００
講師：宮島功　（飯田市写真家）
内容：自然の写真撮影を学ぼう

※材料がなくなり次第終了します
「窯焼きピザづくり（ツナマヨ）」
６月１９日㈰　１０：３０～１２：００　材料費：２００円

「ねぎもちづくり」
６月２６日㈰　１０：３０～１２：００　材料費：１００円

「窯焼きピザづくり（和風みそ）」
７月１０日㈰　１０：３０～１２：００　材料費：２００円

「土のペンダントづくり」
６月２５日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「季節の草木染め」
６月１８日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
場所：なかまの館

「けん玉教室」
７月１０日㈰　１３：３０～１５：３０　場所:なかまの館
講師：アップルけん玉クラブのみなさん
～大人から子どもまで誰でも参加できます　段位認定もやってるよ～

特別講座 「小惑星探査機はやぶさ 故郷への長い旅」
                ～いくつもの困難を越えて～
６月４日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

「UVビーズでアクセサリーを作ろう」
６月５日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

「モデルロケットを作って飛ばそう」
【雨天】　星座早見盤を作ろう

６月１２日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

「火おこしを体験しよう」
６月１８日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

「紙トンボを飛ばそう」
６月１９日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

「サッカーボールを作ろう」
６月２６日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

「子どもの森公園 写生大会」
６月２５日㈯　９：３０～１５：００

「森のかみしばい劇場」
７月３日㈰　１０：００～１４：００（予定)
参加費：１００円

「親子であそぼ♪①」
６月１５日㈬　１０：３０～１１：３０

「七夕かざりづくり」
７月２日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「染め紙でうちわをつくろう」
７月９日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「親子であそぼ♪②」
７月１３日㈬
１０：３０～１１：３０

先着

２０組限
定

各回

先着３０
組

限定

森森子ども大学（子ども体験学習）

その他のイベント

理科実験ミュージアム

初夏の特別企画♪

食の工房体験学習

土の工房体験学習

なかまの館体験学習

木の工房体験学習

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※対象小学３年生以上（小学２年生以下は保護者同伴）
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認してください。

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料

公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６　
http://www.city.iida.lg.jp/zoo/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

君も飼育員！　～飼育体験～　予約期間①
６月１１日㈯～６月２６日㈰
募集方法：①事務所付近にある応募用紙に記入し提出
　　　　　　　　　②飯田市立動物園への電話での申し込み

君も飼育員！　～飼育体験～　詳細
７月１６日㈯～１８日㈷
８：００～１６：３０　（午前中のみも可）
年齢制限：小学生～大人　（小学校低学年は保護者同伴）

七夕イベント　～あなたの願い叶えます～
６月２５日㈯～７月１０日㈰ （雨天中止）

エミュー博士になろう
７月２日㈯～８月２８日㈰ 
（雨天中止）

君も飼育員！　～飼育体験～　予約期間②
７月２日㈯～１８日㈷
募集方法：①事務所付近にある応募用紙に記入し提出
　　　　　　　　　②飯田市立動物園への電話での申し込み

君も飼育員！　～飼育体験～　詳細
８月１６日㈫～２１日㈰
８：００～１６：３０　（午前中のみも可）
年齢制限：小学生～大人　（小学校低学年は保護者同伴）

飯田市立動物園にいないけど～展
７月９日㈯～

７月１０日は納豆の日
７月１０日㈰　１３：３０～ （雨天決行）

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更する
場合があります。

フサオマキザルのクルミ割りを見よう
１１：００～ （雨天中止）

モルモットのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）

ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１３：００～１４：３０ （雨天中止）

１日１組

３人まで

１日１組

３人まで

５０人まで

草木染め　※成人講座
６月１５日㈬　９：００～１３：００
講師：木の実の会
内容：草木を採集して草木染めをしよう

かわらんべウォーキング　※成人講座
６月１６日㈭　１５：００～１７：００
講師：酒井浩文
　　　　　（ソウル五輪競歩代表）
内容：かわらんべ周辺をウォークしよう

久米川の生きものさがし
６月１８日㈯　９：００～１１：００
講師：柳生将之　（かわらんべスタッフ）
内容：久米川で魚や水生昆虫を捕ろう

毎週土日・祝日のイベント

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話＆FAX ０５０-８６８６-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００）

申し込み・問い合わせ

りんご並木のエコハウスを活用して、暮らしの中の風物詩を味わい、暮らしの中の知恵を学ぶ

「りんご並木のエコカフェ」を開催します。ぜひお気軽にご参加ください。

開　催　日 時　間 テーマ 申込締切日

６月１８日（土）

６月２５日（土）

１０：００～
１２：００

１０：００～
１２：００

緑のカーテンを作ろう！
ゴーヤの苗の植え付けをしましょう!!

苗プレゼント付

野菜ソムリエ　クボジュンの
「親子食育講座」

フライパンで出来る本格ピザ

６月１６日（木）

６月２３日（木）

６
月
の
エ
コ
カ
フ
ェ

定　員

参加費

各１０人

実費
（材料費等）

ただいまエコカフェでは、 講師募集中 です!! お気軽に問い合わせ下さい!



「アフィニス夏の音楽祭」で大好評を博したウェン＝シン・ヤンがふるさと飯田に帰ってきます。
ＮＨＫ交響楽団の実力派チェリストとのチェロ四重奏は必聴です！
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午前９時３０分～午後５時

一般 ３１０円（２１０円）、高校生 ２００円（１５０円）、
小中学生 無料　　　　　　　　 ※（ ）は２０名以上の団体

聴講／無料

対象／中学生以上


